
死ね!! 
２０ １２ １６ 

 
『死ね!!』と言っている!! 
官僚ドモが、笑いながら、首を切られた『失業者』に対し『死ね』と言っている!! 
 
メディアが連日『失業対策』云々を口先では言っているが、それは単なる付和雷 

同の『方便』として、ご多分に漏れず言っているだけで、『実
み

』のない『虚
うつろ

』な御 
託（他人事）でしかないのである。『失業』は『災害』なのだ。 
この認識が、国にも国民にも、政治家にもメディアにも、特に官僚ドモに『ない』
のである。『災害』は緊急事態であって、予算や法案を云々している問題ではない
のだ!!『死活問題』なのだ!! 
 
『失業』は『災害』なのだ!! 『災害』とは「異常な自然現象や人為的原因によ 

って、人間の社会生活や人命に受ける被害」（広辞苑）であり、所謂
い わ ゆ る

、不時の災い 
である。地震等の天災の時、被災者に対し、国も国民も、政治家もメディアも、 

或は、業突張
ご う つ く ば

りの官僚ドモでも、『支援』そして『義援』を実際に行うのである。 
 
例えば、避難所の提供や、仮設家屋の提供等であり、且つ又、日赤等を通じて、『義 

援金』の募金である。ところが、天災（地震等）よりも、もっと酷
ひ ど

い『首切り』 
という『人災』に対しては、避難所や仮設家屋の提供はおろか、『義援金』の募金
活動など、『皆無』なのである。一体、この矛盾した社会現象は何なのか？ 
 
『首切り』とか『失業』とかは、『災害・人災』という『認識』が、国、政治家、
メディア、そして特に官僚ドモには『ない』のだ。阪神淡路大震災の時でも山口
組の炊き出しの方が先だった。行政の対応は常に遅い!! 
 
この『首切り人災認識』の『皆

か い

欠如
け つ じ ょ

』は、独占資本主義社会における『競争原理
主義』の洗脳の産物なのだ。洗脳された国民は『独占資本』のおどろおどろが何
も判らない。『明日は我が身』が判ってないのである。 
 
独占資本の最終段階である『金融帝国』の段階は、『証券投機』で利益を得ようと
する、証券化及び証券家の時代であって、売買対象資産は悉く『証券化』され、
その証券化された『証券』を、国民は、証券家（証券会社・証券セールスマン・
証券ブローカー・証券ゴロ等々他）に騙されて買わされる時代なのだ。 
 
物の『創造』より、物の『想像』（売れる筈の期待感）が『証券化』され、バーチ
ャルの『物』（証券／紙くず）となって売買されているのである。ここでは、無産
階級である『失業層』の方々は、証券投機に投資する『投機資金』がないから参
加できず、その上の、中産階級である『就業層』の方々も、家のローンを払い、
子供を進学させるのが精一杯で、とても証券投機に投資する『投機資金』などな
いのだ。いい例がドバイである。 
 
どの国でも国民の大多数は、中産階級（就業層）と無産階級（失業層）である。
この層が『納税者』なのだ!!つまり国の『税収・歳入』は、大多数である就業層
と失業層に、奴隷労働をさせて、『物』という『売買対象物』を作らせ、その『物』 

を『証券化』し『金融商品』として『金融市場』で、投機的に売買し『利鞘
り ざ や

』を 
稼ぐために、陰謀・権謀の術策・画策を繰り広げ、挙句の果ては、『市場戦争』に
突入して『戦争』になるのである。税収は紛れもない国民の『汗と涙と血』の結
晶であって、『血税』そのものなのである。 



要するに一部の資産階級（富豪層）と有産階級（富裕層）の『独占支配欲』の『投
機』が原因で、不況や恐慌、そして戦争まで起こるのだ。 
 
『首切り』と『失業』は『革命』や『戦争』の予兆であって、いわば人間史（戦
争史）の必然現象である。つまり『首切り』や『失業』は、『独占資本主義』の『戦
争』と同じ『人災』なのである。 
 
人類が滅びるのは、人類による『化学』によってである。その『化学』は『証券
化』されて、今『証券市場』で、毎日売買されている。『戦争』は古来より『市場』
の争奪戦であって、『市場』はもともと『無法地帯』（弱肉強食）なのだ。 
 
人間（支配層）が作った不権衡な『制定法』は全て『支配者』の、官僚・宦官

か ん が ん

・貪吏
ど ん り

が作った『就業層失業層支配法』で、『反自然法』の最たるものであり、俗に言う
『悪魔の聖書』なのである。 
 
大多数の大衆・国民は、『自然法』（権衡法

け ん こ う ほ う

）を勉強して、不権衡な『制定法』と 

言う『悪魔の聖書』を駆逐しなくては、この世に『平和』と『安堵』の『弥栄
い や さ か

』 

は永遠にないのである。ならば、『自然法』（権衡法
け ん こ う ほ う

）とは何か!!である。 
 
『自然法』（権衡法

け ん こ う ほ う

）とは、①、『万人対等』 ②、『万人家族』 ③、『万人幸福』 

を、自然界に見る生類の『不快を避け、快然
か い ぜ ん

自足
じ そ く

を乞う生態』の延線上にある『あ 
るべき姿』（原理）として捉え、市民法の三大基本原則である、①『公序良俗の原
則』、②『信義誠実の原則』、③『権利濫用禁止の原則』を『処方箋』として 

『敷
ふ

衍
え ん

』した『格差・偏差』のない『権衡
け ん こ う

・バランス』のとれた『憲法・法律』〔絶 
対多数決原理（少なくとも三分の二以上の議決）に基づく、木目の細かい真正制
定法〕による『真正法治』である。 
 
この『自然法・権衡法

け ん こ う ほ う

』に基づく『真正法治』の国家形態にしない限り、『首切り』 

も『失業』も『不況』も『戦争』も無くならないのだ!!『不権衡
ふ け ん こ う

』は全てにおい 
て『不健康』なのである。 
 
こういう『自然法・権衡法

け ん こ う ほ う

』の『真正法治国』の建設は、該建設の強固な反対者・
官僚ドモとの『決戦』（決闘）を俟つしかないのだ。我ら、大義の府 日本義塾は
『逆賊・二階組を討て』の通り、官僚ドモに『決闘』を挑む次第である。 
 
大多数の『就業層・失業層』の方々は、路頭に迷ったら『死ね』と、麻生無能政
権と、その悪徳官僚ドモに言われているのだ。特に官僚ドモ『血税私腹主義者』
は、ビタ一文『首切り』『失業』と言う『人災』に対し出す気がないのである。更
に言う。天災よりひどい『首切り』『失業』と言う、酷い『人災』に対し、避難所
も避難場所も提供しない、況や仮設家屋も義援金の募集すらしない、為政者・官 

僚ドモ・メディア・富裕層・富豪層の輩
やから

達
たち

は、自分達が『怨敵
お ん て き

』として『標的』 

に曝
さ ら

されていることを知るべきである。 
何故なら、この世を支配する『法の法』は『talio の呪縛』だからである。 
 

大義の府 
日 本 義 塾 

 新村 紘宇二 
http://gijyuku.634tv.com gijyuku@634tv.com 

http://gijyuku.634tv.com/
mailto:gijyuku@634tv.com


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


